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5 木

立
授

就
職
率一
O
O
%
を

目
指
し
た
わ
け
で
は
な
い

潮木
秋田の
地に
国
際
教
養
大
学が
生
ま

れたの
が二
OO四
年。
私も
学
部
や
大
学

院を
新設
する
た
め
に
汗
を
流し
たこ
とが

ありま
すか
ら
痛
感主3るの
で
すが、
開
学

か
ら一
O
年足ら
ずで、
入
試難
易
度も
全

国屈
指、
就
職率一
O
O
%
達成とい
う
成

果は
なか
なか
実
現で
きない。
学
生に
と

っ
て、
企
業に
とっ
て、
何が
い
ちば
ん
ア

ト
ラ
ク
ティ
プ
なの
で
しょ
う。
関
学
以
来

学
長を
務め
る
中
嶋先
生の
個
性や
魅
力は

も
ち
ろん
で
すが、
そ
れだ
けで
は
学
生は

集ま
りませ
ん
し、
企
業は
注目
し
ませ
ん。

中
嶋
僕が
いつ
も
言
うの
は、
大
学は
就

職の
た
め
に
ある
の
で
は
ない
とい
うこ
と

で
す。
就
職
率一
O
O
%
を
目
指して、
や

っ
て
きた
わ
けで
は
あり
ませ
ん。
国
際
教

養
大
学が
すべ
て
の
授
業を
英語で
や
り、

一
年生は
全
寮
制で
外
国
人
留
学
生とル
ー

ム
シェ
ア
をし、
一
年間の
留
学の
義
務が

うしおぎもりかず 1934年神奈川県生まれ。東
京大学教育学部卒業。名古屋大学教育学部教綬、
岡大学大学院国際開発研究科紺受、桜美林大学
大学院国際学研究科教授などを歴任。著書に
『京都帝国大学の挑戦1 rドイツの大学1 rアメ
リカの大学1 rドイツ近代科学を支えた官僚j
f世界の大学危機J r大学再生への具体像J r駿
業としての大学教綬jなど。

なかじまみねお 1936i手長野県生まれ。東京外
国語大学外国語学部中国科卒業、 東京大学大学
院社会学研究科博士課程修了。社会学博士。東
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より現職。著書lこf中ゾ対立と現代jf北京烈
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ある。
こ
れ
らは
すべ
て、
名
前の
通
り、

国
際
教
養
を
身につ
ける
た
め
で
す。
特に、

留
学は
学
生
を
鍛え
ま
す。
学
生た
ちは、

その
器
を
大
きく
して
帰っ
て
きま
す。
そ

れが
就
職につ
ながっ
た
と
考えて
い
ま
す。

おっ
しゃ
る
よ
うに
新し
い
こ
と
を
始め

る
苦
労が
なかっ
た
と
は
言い
ませ
ん。
で

も、
新しい
大
学だ
か
らこ
そ
達成で
きた

面
もた
く
さん
あり
ま
す。
悪
し
き伝
統の

残る
大
学で
は
なか
なか
で
きないこ
と
を、

原
則
を
在
げ
ずに
貫くこ
とが
で
きた。
そ

れが、
学
生に
も
世の
中に
もアピ
ール
し

た
の
だ
と
思い
ま
す。
国
際
教
養
大
学の
前、

僕は
東
京外
国
語
大
学で
学
長
をし
て
い
ま

し
たが、
その
時は
教
授
会とい
う
もの
に、

さ
ん
ざ
ん
苦
労
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
（
笑）。

英語
教
育
を
改革し
よ
うと
議
論を
重ねた

時も、
結
局
何一
つ
決め
るこ
とが
で
きな

かっ
た。

潮木
よ
く
わか
り
ま
す。
教
授
会とい
う

もの
は、
なぜ
あ
あも
足
を
引っ
張る
存
在

なの
か。
（笑）

中嶋
教
授
会自
治や
大
学
自
治
自
体が
関

わ
れて
い
る
時
代で
ある
に
もか
か
わ
らず、

そ
れ
らの
改革に
向か
お
うと
し
ない
の
が、

国立
大
学の
大
きな
問
題
点で
す。
既
得
権、

人
事の
党
派
性、
仲
間
意
識、
学
閥：：：。

こ
れ
らが
事態をいつ
で
も
紛
糾させ
る。

国
際
教
養
大
学では、
教
授
会は
三
O
分で

済ませ
るこ
とに
して、
細か
いこ
とは
教

育
研
究
会
議と
経
営
会
議で
決め
るJ
教
授

会を
大
学
経
営か
ら
切
り
離し
た
の
で
す。

人
事
権も
最
終
的に
は
学
長に
あり
ま
す。

潮木
人
事は
国
際
公
募さ
れてい
ま
すね。

l国際教授大学が既存の大学に突きつけた線題
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中嶋
え
え。
世
界
各国か
ら
すご
い
競
争

率で
集ま
りま
す。
応
募者は
私が
必
ず面

接をして
か
ら、
模
擬
授
業をし
て
も
ら
う。

経歴の
上で、
あるい
は
研
究者と
して
ど

ん
なに
素
晴らし
くて
も、
十八、
十
九
歳

の
若
者に
教
養
科目
を
教
え
ら
れる
人
材か

ど
うか
の
ほ
うが
大
事で
す。
そ
れは
模
擬

授
業をして
も
ら
えば
す
ぐに
わか
りま
す。

潮木
なるほ
ど。
教
員の
採
用にお
い
て

も、
画
期
的で
す。

中嶋
国

際教養大
学が
日
本の
多くの
大

学と
大
きく
違っ
て
い
る
の
は、
学生が
文

系な
ら
法
学
部
政
治学
科、
理
系な
ら工
学

部
機
械工
学
科といっ
た
学
部
学
科に
入
る

の
で
は
な
く、
国
際
教
養
大
学その
もの
に

入る
点で
す。
専
門は二
年次か
ら三
年次

に
なる
時に
ゆる
やか
に
決め
ま
すが、
あ

くまで
教
養
教
育の一
環と
して
の
専
門と

い
う
位
置づ
けで
す。
僕は、
十八
歳か
十

九
歳で、
偏差
値や
予備
校の
指導、
親や

教
師の
意向に
よっ
て一
生を
決め
て
し
ま

うの
は
間
違い
だ
と
思い
ま
す。
国
際
教
養

大
学
や
国
際
基
督
教
大
学（ICU）
を
除

け
読ん
でい
て
も仕
方ない。

中嶋
名
古屋
大
学の
国
際
開
発
研
究
科に

は
私も
何
度か
呼ん
でい
た
だ
き、
講
義を

した
り、
シン
ポ
ジ
ウム
に
出た
りし
ま
し

た。
他に
例を
見ない
研
究
科で、
非
常に

注目さ
れ
ま
し
た。

潮木
た
だ、
国
立
大
学で
すか
ら、
海
外

へ
学
生
を
連れて
い
くため
の
費用が
問
題

に
なる。
文部
省（当
時）
は
学
生の
「
修

学
旅
行」
に
国
民の
税金を
使うわ
けにい

か
ない
と
認めて
く
れ
ない。
結
局、
地
元

の
財
界にお
金を
出して
も
らい、
ど
うに

か
行くこ
とが
で
きま
し
た。
学
生に
とっ

て、
聞くと
見る
とで
は
大
違い。
教
室の

中で
は
と
うて
い
得ら
れ
ない
体
験で
すね。

国
際
教
養
大
学の
留
学は
三
年次で
すか
？

中
嶋
二
年次、
あるい
は
三
年次に
な
り

ま
す。
とい
うの
は、
留
学
する
に
は、
T

O
E
F
L
のスコ
ア
五
五
O
点をク
リ
ア
し

な
ければ
な
ら
ない
か
らで
す。
そ
れ
く
ら

い
の
実力が
ない
と、
海
外の
大
学で
授業

を
理
解
するこ
とは
で
きませ
ん。
国
際
教

養
大
学の
場
合、
一
年
分の
単
位
を
提
携
校

く
と、
大
学
生
活
の
初
め
か
ら、
い
わば

「
小
部
屋」
に
入
れて
し
ま
う。
教
養
教
育

とい
う
点か
ら
見て、
間違い
で
す。

さ
らに、
二
O
O八
年か
らは
ギャッ
プ

イ
ヤ
l
制
度を
導入
し
て
い
ま
す。
十一
月

に
入
試を
し
て、
翌
年
九
月入
学。
三
月ま

で
は
高
校生で
すが、
四
月か
ら
九
月まで

をど
う
過ご
すか、
合
格
者に
は
計
画
書を

提
出させ
て
い
ま
す。
ボ
ラン
ティ
ア
に
励

ん
だ
り、
世
界を
旅
行し
た
り。
先日
は、

ガ
｜ナへ
行っ
て
きた
学
生
ーー
といっ
て

もまだ
入
学
前
ーー
が、
ど
うし
て
も
学
長

に
報
告し
たい
と
やっ
て
きま
し
た。
東
大

が
ギャッ
プ
タ
lム
の
導入
を
提
唱し
て
い

ま
すが、
タ
ーム
で
は
中
途
半
端で
す。

卒
業し
た
後につ
い
て
も、
お
か
げさ
ま

で
就
職率が
い
い
こ
と
も
あり、
学
生に
余

裕が
ある
よ
うで
す。
本
当
を
言
えば、
就

職活
動は
大
学を
卒
業し
て
か
ら
始め
て
ほ

しい。
人生の
選
択は二
十
代の
終わ
りか

ら三
十
代の
初め
で
い
い。
そ
れ
まで
は、

い
ろい
ろ
なこ
と
を
体
験
すべ
きで
す。

潮太・
そ
うい
う
考え
方が
大
切で
すね。

で
取
得
する
の
で、
か
な
りの
英
語
力が
必

要で
す。
た
と
えば
五
四
七
点で、
足
りな

い
の
が
たつ
た
の
三
点で
あっ
た
と
して
も、

留
学を
許し
ませ
ん。
セ
メ
ス
タ
l
制（
春

学期と秩学
期）
で
すか
ら、
半
年
待っ
て、

その
聞に
勉
強
す
れば
よい
の
で
す。

潮木
留
学
先は
学
生か
個々
に
見つ
ける

の
で
すか
？

中
嶋
い
い
え。
提
携
校が一
四
Oほ
ど
あ

り、
その
中か
ら
学
生に
志
望
校を
出さ
せ

て、
後は
成
績
な
どで
決め
ま
す。
提
携
校

とは
授
業
料
相互
免除の
取り
決め
を
交わ

し
ま
す。
こ
の
交
渉は
か
な
りタ
フ
で、
僕

自
身が
先
方へ
行っ
て
学
長な
り
担当
者な

りと
談判
するこ
と
も
ありま
す。

授
業
料
相互
免除の
い
ちば
ん
の
難
点は、

各国で
授
業
料が
か
な
り
違うこ
とで
す。

国
際
教養
大
学は、
二
O一
二
年
度か
ら
国

公立
大
学で
初め
て
授
業
料
を三
割
値上
げ

して、
年間
約六
九万
円に
し
ま
し
た。
普

通の
国
公立
大
学は
四
六
万
円で
すか
ら
高

い
の
で
すが、
そ
れで
も
私
立
大
学の
半
分

程
度で
す。
そ
れに
比べ
て、
た
と
えば
提

若い
う
ちは
迷っ
た
りして、
社
会に
出る

の
が一
年か二
年
延び
たっ
て
構い
や
し
な

い。
た
だ、
企
業が
横
並び
で
新
卒
採
用
主

義をとっ
て
い
る
か
ぎ
り、
そこ
が
なか
な

か
難しい。

中
嶋
新
卒
採
用主
義は
だい
ぶ
崩
れて
き

ま
したが、
完
全で
は
ありませ
ん
ね。
ア

メ
リ
カ
なん
か
だ
と、
大
学に
社
会
人が
た

くさんい
て、
年
配
者と
若
者が一
緒に
学

ん
でい
ま
す。
そ
うい
う
場面の
ない
社
会

は
ひ
弱だ
と
思い
ま
す。
人生の
厚
みは、

大
学
生の
時
期を
ど
う
過ご
すか
に
よっ
て

違っ
て
くる
と
思い
ま
す。
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異
文
化
体
験
の
必
要
性

潮木
先ほ
ど、
留
学が
学
生
を
鍛える
と

おっ
しゃ
い
ま
し
た
が、
海
外で
の
体
験は

学
生に
とっ
て
非
常に
大
きい
こ
とは
私も

体
験し
ま
し
た。
九
0
年
代
初め、
名
古屋

大
学
大
学
院に
国
際
開
発
研
究
科を
立
ち
上

げた
時に、
学
生
を
連れて
何
度か
海
外へ

フ
ィ
ール
ド
ワ
ー
ク
に
行
きま
し
た。
国
際

開
発か
テ
1マ
で
すか
ら、
名
古屋で
本だ

携
校の一
つ
カ
リフ
ォ
ルニ
ア
大
学デ
イピ

ス
校は、
こ
の
円
高で
も二
八
八
万
円に
な

りま
す。
先
方と
し
て
は
学
生一
人につ
き

二
八
八
万
円
取れる
とこ
ろ、
国
際
教
養
大

学か
ら
無
料で一
人
受
け入
れ
な
ければ
な

ら
ない。
そ
れで
は
赤
字に
な
りま
ずか
ら、

う
ちか
らは一
人
送る
けれ
ど、
先
方か
ら

は
三
人
受
け入
れるこ
とに
し
て、
バ
ラン

ス
をと
りま
す。
キャ
ンパ
ス
の
中につ
ね

に
外
国
人
留
学
生が
四
分の一
は
い
て、
こ

ち
らの
学
生の
四
分の一
は
外
国へ
行っ
て

い
る。
その
状態を
作
り
出
すの
は
なか
な

か
大
変で
す。
で
も、
留
学し
た
学
生た
ち

は
三
O単
位
前
後を
きちん
と
取
得し
て
き

ま
すか
ら、
苦労
も
報
わ
れ
ま
す。

潮木
同じ
大
学の
中に
異
文
化が
ある
と

い
う
状
況は
貴
重で
すね。
名
古屋
大
学の

国
際
開
発
研
究
科の
時は、
研
究
科の
性
格

も
あり、
学
生の
国
籍が
多
様で
し
た。
開

校当
初は、
定
員の
三
分の一
は
新
卒
者、

三
分の一
は
社
会
人
｜｜
大
部
分は
海
外
青

年
協力
隊の
経
験者、
そ
し
て
残りの
三
分

の一
が
外
国
人で
し
た。
とこ
ろが
次第に
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外
国
人が
増え、

数年後に
は
三
分のこ
が

外
国
人に
な
り
ま
し
た。
国が
違うと、
国

際的な
事
件の
見方一
つ
も
変わっ
て
きて、

ディ
ス
カッ
ショ
ン
に
厚みが
出る。
何
度

も、
政
治
家に
聞か
せ
て
や
りたい
と
思っ

た
もの
で
す。

中
嶋
ディ
ス
カッ
ショ
ン
する
た
め
に
は

言
葉が
で
きな
ければ
な
りませ
ん。
国
際

教
養
大
学は
入
学
する
と、
ま
ずT
O
EF

Lの
点
数で
能
力
別にク
ラス
分
けをし
ま

す。
高
校ま
でアメ
リ
カ
にい
た、
あるい

はホ
lム
ス
テイ
を
経
験し
た、
そ
ういっ

た
学
生は
当
然
英語が
で
きま
す。
で
も、

その
学
生が
ア
カ
デミッ
ク・
リ
lディン

グ
や
英
作
文が
で
きる
か
とい
えば、
そ
う

とは
限りませ
ん。
も
う一
度
英
語
教
育の

基
礎を
固めてお
く
必
要が
ありま
す。

能
力
別にク
ラス
分
けをし
ない
の
は、

日
本の
教
育の
大
きな
間
違い
の一
つ
で
す。

委
譲
育は一
つ
のク
ラス
で、
英
文
学
を

みん
なで
少し
ずつ
読ん
で
訳してお
し
ま

い。
こ
れでは、
コ
ミュ
ニ
ケ
ーショ
ン
に

必
要な
英語
力が
培わ
れるは
ずが
ありま

受
けるこ
と
も
ありま
すが、
大
学
全
体の

目
的が
グロ
ーバ
ル
に
通用
する
人
材を
作

るこ
と
で
あり、
リベ
ラル
ア
l
ツ
の
大
学

を
目
指して
い
ま
すか
ら、
そこ
は
妥
協し

ませ
ん。
四
年
間でス
トレ
ート
に
卒
業
す

る
学
生は
五
O
%
前
後と、
九
O
%
以
上が

当た
り
前の
日
本の
他の
大
学では
考え
ら

れ
ない
数
字か
もし
れ
ませ
ん
が、
学
生か

ら
不
満
を
聞くこ
とは
あり
ませ
ん。
むし

ろ
留学を
終えて
か
ら
すぐに
就
職
活
動な

どせ
ず、
落ち
着い
てレ
ポ
ート
を
書
きた

い
といっ
た
学
生が
多い
ほ
ど
で
す。
ち
な

みにアメ
リ
カ
のハ
lヴ
ァ
lド
大
学な
ど

の
卒
業率
も五
O
%
前
後で
す。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
競
争
原
理

潮木
教
養
教
育は、
大
学
設
置
基
準の
大

綱
化に
よっ
て
見
事に
失わ
れ
ま
し
た。
名

古
屋
大
学の
教
養
課
程も
解
体さ
れ、
初め

か
ら
専
門
を
学ぶこ
と
に
な
り
ま
し
た。

中嶋
大
綱
化は
日
本の
文
教
整県の
大
き

な
誤
りで
し
た。
教
養
教
育が
な
く
なっ
た

と
同
時に、
外
国
語
教
育
もお
ざ
な
りに。

せ
ん。
能
力
別の
英語
教
育を
四ヵ
月
集
中

的に
や
りま
すと、
B
B
C
や
C
N
N
を
聞

くこ
とが
で
きる
よ
うに
な
りま
す。
こ
の

く
らい
に
ま
で
日
本の
英
語
教
育を
変えて

い
か
ない
と、
日
本
人は
いつ
ま
で
も
英語

が
で
きない
とい
うコ
ン
プレ
ッ
クス
を
引

き
ずっ
た
ま
まに
な
り
ま
す。

潮木
大
学に
入
る
ま
で
英語、
ひい
て
は

異
文
化に
接
する
チャ
ン
ス
が
ない。
で
も、

本
当は
大
学か
ら
始め
た
の
では
遅い
で
す

よ
ね。
中
学
校、
高
校
あた
りで、
そ
うい

う
場
面を
作
ら
な
ければ。

C
N
N
とい
えば、
少し
昔の
話に
な
り

ま
すが、
名
古
屋
大
学で
図
書
館
長を
やっ

た
時、
ま
ず
実
施し
た
の
が
休日
開
館。
国

立
大
学で
最
初の
例で
し
た。
さ
ま
ざ
ま
な

抵抗が
あり、
組
合か
ら
も
ずい
ぶ
ん
文
句

を
言
わ
れ
ま
し
た
（
笑）。
次
に
図
書
館の

一
部
屋に
テレ
ピ
を
置
き、
C
N
N
を
常に

流し
続
けま
し
た。
聞
きたい
者は
そこへ

行っ
て
聞
けとい
う
わ
けで
す。
どの
く
ら

い
の
効
果が
あっ
た
か
正
確に
は
わか
りま

せ
ん
が、
いつ
も
そこ
で
C
N
N
を
見て
い

ど
う
考えて
も
時
代に
逆
行して
い
て、
日

本の
現状は
僕の
言
葉で
言
うと、
ま
さ
に

「
知
の
鎖
国」
で
す。
だ
い
た
い、
日
本へ

の
翌子
を
希
望
する
外
国
人
学
生に、
わ
ざ

わ
ざ
日
本で
試
験を
受
けさせ
る。
質問
も

日
本
語。
我々
が
アメ
リ
カ
の
大
学に
学
生

を
送る
時、
受
験の
た
め
にアメ
リ
カ
ま
で

行か
せ
た
り
し
ませ
ん。
そ
うい
うとこ
ろ

もい
ちい
ち
遅
れて
い
ま
す。
国
際
教
義
大

学では
大
学
院
も
書
類
審
査だ
け、
その
か

わ
り
厳密に
チェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す。

も
う一
つ、
日
本の
「
知の
鎖
国」
化を

進め
た
の
は、
教
育

公務員特
例
法、
い
わ

ゆる
教
特法で
す。
こ
れのお
か
げで、
二

O
O
四
年に
国
公立
大
学が
法
人
化さ
れる

まで、
日
本の
大
学では
外
国
人が
管
理
職

につ
くこ
とが
で
きませ
ん
で
し
た。
大
学

は
知のコ
ミュ
ニ
ティ
で
あっ
て、
すべ
て

に
聞か
れて
い
な
ければ
な
ら
ない
の
に、

日
本
人で
な
ければ
国
公立
大
学の
長につ

くこ
とが
で
きなかっ
た。
東
京
外
語
大は

二
六
の
言
語を
教
えて
い
ま
し
た
か
ら
外
国

人は
多くい
ま
し
たが、
彼
らは
文部
大
臣

た
中
国
人
留
学
生は
実
際、
か
な
りの
英
語

力をつ
けて
卒
業して
い
きま
し
た。
大学

は
学
生の
た
め
に、
環
境を
整
えるこ
と
が

大
事だ
とつ
くづ
く
思い
ま
し
た。

中嶋
大
学
図
書
館の
休
日
開
館は
先
生が

パ
イ
オニ
ア
で
し
た
か。お
か
げさ
ま
で、

うちの
図
書
館は
二
四
時
間三
六
五
日
開
館

を
実
現し
て
い
ま
す。
初め
は
各
方
面か
ら

難
色を
示
さ
れ、
県知
事と
も
交
渉し
ま
し

た。
その
時、
僕は
「コ
ン
ビニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
が
二
四
時
間
聞い
て
い
る
の
に、
大
学

でい
ちば
ん
大
事な
図
店
館が
開い
て
い
な

い
の
はお
か
しい」
と
言っ
た
もの
で
す。

学
生は
非
常に
よ
く
利
用し
て
い
ま
す。
先

生
もおっ
しゃ
る
よ
うに、
学
生は
環境さ

え
整えて、
きちん
とス
テッ
プ
を
刻ん
で

や
り
さ
え
すれば、
良い
方
向に
進ん
で
く

れる
の
で
す。

先ほ
どの
英語
集
中
課
程の
次は、
基
盤

教
育で
す。
い
わ
ゆる
教
義
教
育が
中
心
で

すが、
T
O
E
F
L
を五
O
O
点
以
上
取れ

ない
と
進
むこ
とが
で
きませ
ん。
その
意

味で、
ス
テッ
プ
を
刻
み
す
ぎとど
批
判を
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が
発令し
た
正
式の
教
員では
な
く、
外
国

人
教
師とい
う
特
殊なカ
テゴ
リ
ー
に
入
れ

ら
れて
い
ま
し
た。

潮木
明
治
時
代の
制
度その
ま
ま
で
すね。

そ
れで
も、
最
近は
少し
ずつ
変わっ
て
き

て、
東
大、
京大の
み
な
ら
ず、
外
国
人
教

員も
増えて
きま
し
た。

た
だパ
逆の
ケ
lス
も
あり
ま
す。

数年

前、
東
大の
知
人が一
人オ
クス
フォ
ード

に
引
き
抜か
れ
ま
し
た。
話を
聞い
た
時、

東
大のポ
ス
ト
は
その
ま
まに
し
て、
東
大

に
半
年、
オ
クス
フ
ォ
ード
に
半
年とい
う

勤
務
形態をと
れ
ない
か、
と
彼に
言い
ま

し
た。
そ
うい
う
勤
務
形
態は
海
外な
らい

く
らで
も
あり
ま
すよ
ね。
私が
シ
カゴ
大

学にい
た
時のユ
ダ
ヤ
人の
同
僚
も、
シ
カ

ゴ
大
学に
半
年、
でフ
ライ
大
学に
半
年と

い
う
勤
務
形
態で
し
た。
一
人の
教
員が
定

期
的に
国
境を
越
えて
移
動
する
だ
けで
も、

そ
れに
と
も
なっ
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報が
行

き
来
する。
我々
教
師は
絶え
ず新しい
体

験やインパ
クト
を
持っ
てい
ない
と、
ル

l
ティン
に
陥り
ま
す。
東
大の
彼に
は、
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そ
うい
う
役
割を
負っ
て
ほ
し
かっ
た。
結

果的に
は
東
大
を
やめ
ざる
を
え
ず、
残
念

なが
ら
頭
脳
流
出に
なっ
て
し
まい
ま
し
た。

中
嶋
よ
その
国で
は
当た
り
前のこ
とが

なぜ
で
きない
の
か。

潮木
ちょ
うど
私は
東
大の
外部
評
価
委

員
会のメ
ンバ
ー
だっ
た
の
で、
「
優
秀
な

教
員が
引
き
抜か
れた
よ
うで
すが、
こ
こ

の
教
授
会は
そ
れ
をど
う
見ま
すか
？
指

を
く
わ
えて
見てい
るだ
けで
すか
？」
と

言っ
たの
で
すが、
反
応が
ば
か
ば
か
し
く

ない。
取
ら
れた
ら
取り
返
すと
か、
もっ

とい
い
教
員を
引
き
抜くと
か、
なぜ
考え

ない
の
か。
グロ
ーバ
ル
化は
教
員の
世
界

に
も及ん
でい
て、
国
際
競
争は
引
き
抜
き

合
戦で
も
ある。
引
き
抜か
れ
そ
うに
なっ

た
ら、
引
き
止め
る
だ
けの
条件
を
用
意で

きな
ければ
競
争に
な
ら
ない。

残
念なが
ら、
国立
大
学に
は
引
き
止め

る
だ
けのブ
ツ
が
ない。
で
も、
法
人
化に

は
そ
れ
を
変える
目
的
も
あっ
た
は
ずで
す。

教
員一
律
給与なん
て
不
合
理
なこ
と
をい’

つ
まで
してい
るの
か
と、
残
念で
し
た。

までで
自
分の
学
力を
あ
きらめて
し
まっ

てい
ま
す。
また、
高
校
生の
勉
強は、
大

学
受
験に
関
係の
ある
もの
だ
けに
絞ら
れ

てい
て、
受
験に
関係の
ない
科
目の
授
業

は
寝てい
る。

中嶋

数年
前に
世
界史の
未
履
修
問
題が

あり
ましたが、
その
典
型で
すね。

潮木
先日、
日
本に
留
学し
たス
ウェ
ー

デン
入学
生が、
なぜ
日
本の
学
生は
授
業

中に
寝て
い
る
の
だ
ろ
う、
と
テレ
ピ
で
言

っ
てい
ま
し
た。
異
様に
映る
で
しょ
うね。

最
近までは、
高
校
生は
大
学入
試の
た
め

に
勉
強し
ま
し
た。
た
と
え入
試に
ある三

教
科だ
けで
も。
とこ
ろが、
今は
入
試
を

経ずに
大
学に
入
る
学
生が
増え、
入
試さ

え
勉
強の
動機に
な
ら
な
く
なっ
た。
学
生

の
生
活
時
間を
分
析
する
と、
テレ
ピ
とゲ

ーム
で
ほ
とん
どがつ
ぶ
れて
い
る。

中
嶋
僕は
日
本は
幼
児教
育か
ら
考え
直

さ
な
ければ
な
ら
ない
と
思い
ま
すよ。
外

国で
子
供を
育て
た
経
験が
あり
ま
すが、

なぜ
日
本は
情操
教
育に
関心が
ない
の
か。

音
楽が
情操
教
育と
し
て
重
要なこ
とは
誰

中
嶋
その
点、
国
際
教
養
大
学は
初め
か

ら三
年の
任
期
制で、
評
価に
よっ
て
年俸

も
変わ
り
ま
す。
今
年は
特
別の
貢
献をし

た
教
員に
は、

年俸を三
割上
げ
ま
し
た。

潮木
私も
外
国
人
教
師を
大
学
院に
集め

よ
うと
し
た
経
験が
あり
ま
すが、
日
本の

方
式で
は
誰も
食いつ
い
て
きませ
ん
ね。

来て
ほ
しい
とい
う
人が
来て
く
れ
ない。

安す
ぎる
だ
けで
な
く、
頑
張っ
て
も
頑
張

ら
な
くて
も
同じだ
か
ら、
魅
力が
ない。

中嶋
年功
序列で、
終
身
雇
用は
い
い
け

れ
ど
も、
ほ
とん
ど

競争原
理が
働か
ない。

潮木
給
与と
評
価につ
い
て
抜
本
的に
考

え
直さ
ない
ま
ま、
良い
外
国
人
教
師が
来

て
く
れ
ない
とぼ
やい
てい
て
も
始ま
り
ま

せ
ん
ね。

中
嶋
田
本は
今こ
れだ
けの
円
高で
すか

ら、
外
国の
人は
日
本に
来たい
は
ずで
す。

実
際、
国
際教
養
大
学で一
つ
募
集をか
け

れば、
何十
倍もの
倍
率に
なる。
も
ち
ろ

ん、
会
議も
すべ
て
英語で
すか
ら、
僕に

も
辛い
とこ
ろは
ある。
で
も、
そ
うい
う

コ
ミュ
ニ
ティ
が
あれば、
外
国
人

教員だ

で
も
わか
る
は
ずなの
に、
受
験に
関
係な

い
もの
だ
か
ら、
音
楽の
先
生
ま
で
肩
身が

狭い
の
が
日
本の
社
会で
す。

潮木
教
師の
役
割は、
教
えるこ
とは
勿

論、
何か
に
対して、
なぜ
そ
う
なっ
て
い

る
の
か
とい
う
好
奇心
を
刺戟
するこ
とだ

と
思う。
好
奇心
を
うま
く
刺
戟さ
え
すれ

ば、
後は
自
分で
や
り
ま
す。
日
本の
学
生

は
まだ
そこ
まで
落ち
込ん
でい
ませ
ん。

中
嶋
僕も
そ
う
思い
ま
す。

潮木
せ
めて
大
学の
中で
は、
すで
に
解

決し
た
問
題につ
い
て
話
すの
で
は
な
く、

こ
こ
が
まだ
未
解
決だ、
こ
れ
を
ど
うし
た

らよい
か、
とい
うこ
と
を
学
生
みん
なで

考えてい
くよ
うに
し
な
ければ。

中
嶋
我々
の
大
学は
最終
的に
は
ク
リ
テ

ィ
カル・
シン
キン
グ
の
習
得を
目
指し
て

い
ま
す。
同
時に、
た
だ
英
語が
で
きて
も、

国
際
社会を
漂
う
浮
き草に
なっ
た
の
で
は

困るの
で、
日
本
人と
し
て
の
ア
イデン
テ

ィ
ティ
を
大
切に
してい
ま
す。
新
渡
戸
稲

造の
『
武士
道』
を
全学の
必
読
文献に
し

て
い
る
の
は
その
た
め
で
す。
今
年の
大
学

っ
て
来
や
すい
は
ずで
す。
日
本の
大
学は、

開こ
うと
思
えば
開
くこ
とが
で
きる
状
況

に
ある。
そ
れ
なの
に、
一
人
外
国
人が
来

る
と、
誰か一
人やめ
な
きゃ
い
けない
か

らと、
な
か
な
か
聞か
れ
ない。

潮
木
日
本の
大
学は、
外
国
人
教
員だ
け

で
は
な
く、
日
本
人
教
師の
養
成に
も
問
題

が
あり
ま
す。
い
まだ
に
講
座
制の
中で
が

ん
じが
らめ
に
なっ
て、
知
的園田
険に
足
糊

をは
めて
い
る。
本
来、
大
学の
教
員ほ
ど、

仕
事
場
を
変わ
ろ
うと
思
えば
変わ
れ
る
商

売は
ない
は
ずで
すよ
ね。
こ
の
自
由、
特

権を
大い
に
使うべ
きだ
と
思い
ま
す。
チ

ャ
ン
ス
は
あり
ま
す。
で
も、
そ
れに
気づ

い
て
い
る
教
員が
ど
れ
く
らい
い
る
の
か。

中
鴫
おっ
しゃ
る
通りで
すね。
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大
学
入
試
以
前
の
学
力

潮
木
大
学
教
育に
世の
中の
関心が
集ま

っ
て、
大
学た
た
きは
引
き
も
切
り
ませ
ん。

も
ち
ろん
大
学に
問
題が
ある
の
は、
こ
れ

ま
で
話し
て
きた
通り
で
す。
で
も、
大
学

生
を
見て
い
る
と、
大
部
分の
学
生は
高
校

祭で
学
生が、
図
書
館でい
ちば
ん
読ま
れ

て
い
る
本の
アン
ケ
ー
ト
をと
り
ま
し
た。

一
位は
『
武士
道』
の
英
語
版。
二
位が
村

上
春樹の
小
説で、
三
位が
矢内
原
忠
雄さ

ん
が
訳し
た
『
武士
道』
日
本
語
版。
学
長

と
し
て、
実に
嬉し
かっ
た。

日
本の
今後の
行
き
方に
も
関わ
り
ま
す

が、
グロ
ーバ
ル
化に
ふ
さ
わ
しい
人
材
を

い
か
に
育て
る
か
とい
うこ
と
を
忘
れて
は、

日
本は
世
界か
ら
弧立
して
し
まい
ま
す。

日
本が
目
指
すべ
きは
知
的
成
熟に
よ
る
国

家で
あり、
知
識
基
盤
社会で
す。
た
と
え

ば、
今の
中
国の
経
済
大
国
化、

軍事
大
国

化とは
違う
国の
あり
方が
日
本に
は
ある

は
ずで
す。

潮木
その
た
め
に
は
学
生に
も
教
員に

も
もっ
と
積
極
的に
異
文化
体
験を
促し
た

い。
別の
場
所へ
行っ
て
初めて
自
分の
姿

が
見えて
くる。
自
分
を
知
ら
な
ければ、

相
手
を
理
解
するこ
とは
で
きない。
相
手

を
理
解し
な
ければ
自
分の
立
場を
主
張
す

るこ
と
もで
きない
の
で
す。

問
機影⑨曽田
純一
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